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2茨木市 防災ハンドブック いつもの備え
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茨木市周辺の活断層
いばら き しゅうし へん かつ だん そう

数字で見る茨木市の地震最大被害
いばら き しみすう じ しん さい だい ひ がいじ

「阪神・淡路大震災（平成7年・1995年）」や「東日本大震災（平成23年・2011年）」は、

多くの命を奪い、甚大な被害を与えました。近年では異常気象による集中豪雨や台風に

よる河川の氾濫、土砂災害なども各地で発生しています。

こうした災害を経験した被災者の声を集めました。
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市の中心部の真下には有馬高槻断層帯が通り、

周辺には生駒断層帯や上町断層帯があります。
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有馬高槻断層帯（マグニチュード7.5±0.5、震度５弱～７）

で地震が起きた時の最大被害を想定。

住居の安全や非常持ち出し品、避難所までの経路など

を確認しましょう。家族や近所の人と防災について話し

合うことも大切です。

※災害時にすぐ行動できるよう、「いざ!の行動」も

合わせて読んでおきましょう。

あん ぜん ひ じょう も だ ひん ひ なん じょ けい ろ

かく にん

じゅう きょ

か ぞく きん じょ ひと ぼう さい はな

あ たい せつ

さい がい じ こう どう こう どう

よあ

兵庫県

大阪府

京都府

奈良県

有馬高槻

断層帯

茨木市

六甲・淡路島

断層帯

大阪湾

断層帯

生駒

断層帯

上町

断層帯 

中央構造線断層帯

出典 阪神・淡路大震災後の被災者アンケート調査から（神戸市消防局実施）
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西日本最大級といわれる南海トラフ地震の発生は、今後30年以内に60％～90％

程度以上の確率で起こるとされており、いつ起こっても不思議ではありません。
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※

※令和７年（2025年）１月１日現在　政府地震調査研究推進本部発表

出典 「茨木市地域防災計画資料編」

　　 （令和５年２月修正）から


